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こ
の
ス
ー
プ
は
、
イ
タ
リ
ア
の
北

西
部
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
で
、
生
ま

れ
ま
し
た
。
季
節
の
野
菜
と
パ
ス

タ
ま
た
は
米
を
使
用
し
て
い
る
の

が
特
徴
で
す
。

旬
の
野
菜
は
、
体
に
良
く
て
、

味
も
良
く
、
値
段
も
手
ご
ろ
。
ト

マ
ト
や
か
ぼ
ち
ゃ
な
ど
の
夏
野
菜

を
た
っ
ぷ
り
食
べ
る
こ
と
は
、
夏

バ
テ
防
止
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

〈
作
り
方
〉

①
ベ
ー
コ
ン
は
1
㎝
の
色
紙
切
り
、

パ
セ
リ
と
に
ん
に
く
は
み
じ
ん

切
り
、
そ
の
他
の
野
菜
は
全
て

1
㎝
位
の
さ
い
の
目
切
り
に
す

る
。
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
は
2
㎝
に

切
る
。

②
鍋
に
サ
ラ
ダ
油
を
熱
し
、
に

ん
に
く
、
ベ
ー
コ
ン
を
炒
め

る
。
ベ
ー
コ
ン
の
脂
が
出
て
き

た
ら
、
そ
の
他
の
野
菜
を
加

え
よ
く
炒
め
る
。

③
②
に
ブ
イ
ヨ
ン
を
注
ぎ
、
浮
い

て
く
る
ア
ク
を
す
く
い
な
が
ら

材
料
が
柔
ら
か
く
な
る
ま
で
煮

る
。

④
③
に
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
を
加
え
、

塩
、こ
し
ょ
う
で
味
を
整
え
る
。

⑤
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
が
柔
ら
か
く

な
っ
た
ら
器
に
盛
り
、
好
み

で
粉
チ
ー
ズ
を
振
る
。

ベーコン ………………… 20g
玉ねぎ …………… 中1／2個
にんじん ………… 小1／2本
かぼちゃ ………………… 50g
トマト …………… 中1／2個
じゃがいも …………… 小1個
スパゲッティ …………… 8g
パセリ…………………… 少々
ブイヨン …………… 4カップ
塩・こしょう …………… 適宜
サラダ油………………… 適宜
にんにく………………… 適宜

4
人
分

材

料

ミネストローネスープ

私
た
ち
の
サ
ー
ク
ル
は
、
情
報
化
社
会
に
対
応
す

る
た
め
、
I
T
に
強
く
な
り
、
合
理
的
で
楽
し
い
生

活
を
目
指
し
、
ま
た
、
社
会
へ
も
積
極
的
に
貢
献
で

き
る
よ
う
2
年
前
に
発
足
し
ま
し
た
。

「
町
の
I
T
講
習
だ
け
で
終
っ
て
は
…
」
と
か
、

「
も
う
少
し
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
し
た
い
」「
む
か
し

習
っ
た
こ
と
の
復
習
を
や
り
た
い
」
な
ど
色
々
な

思
い
の
人
々
が
老
い
も
若
き
も
互
い
に
教
え
合
い
な

が
ら
学
習
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
技
術
の
向
上
を
目
指
し
て
ト
ラ
イ
し
ま

せ
ん
か
。

【
活
動
日
】
毎
週
月
曜
日

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

【
場

所
】
中
央
公
民
館

【
連
絡
先
】
松
栄
町

和
田
真
弓
宅

（
�
3
8
7
・
1
8
5
3
）

パソコン技術の向上を目指して！
笠松ITクラブ な

ま

か

N
A
K
A
M
A

大人というのは本質的に「泣く」生き
物だと思います。
「泣くことができる」と言った方が正

確かもしれません。それはたぶん、心か
ら安心してしまえる場所を持つことです。
自らの日常を柔らかくかつ緊張感に満

ちた文章で綴った珠玉のエッセイ。

泣
く
大
人

下
羽
栗
会
館

著
者

江
國
香
織

発
行

世
界
文
化
社

日常生活の中で、事故など発生しな
いように、どんなことに気を付けたら
よいのか、どんなことを覚えていたら
よいのか、まる子ちゃんといっしょに
考えてみましょう。

ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
の
あ
ん
ぜ
ん
え
ほ
ん

松
枝
公
民
館

著
者

さ
く
ら
も
も
こ

発
行

金
の
星
社

昭和50年、洋上にいる息子へ宛てら
れた母、晴子の長大な手紙。そこには、
みずみずしい15歳の少女がおり、未来
の母がいた。30歳になって知る母の姿
に戸惑いながら、息子、彰之は自分の
知らない過去の母に導かれて行く…。
人気作家待望の長編小説。

晴
子
情
歌（
上
）（
下
）

中
央
公
民
館

著
者

高
村

薫

発
行

新
潮
社
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